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●第２６２０地区御殿場ロータリークラブ●�

BE  A  TRUTHFUL  ROTARIAN！�

意識を喚起し、進んで行動を！！�意識を喚起し、進んで行動を！！�

 機会に恵まれて、数年前、従
兄弟の娘にパリを案内してい
ただきました。その時感じた
事の一つを述べさせていただ
きます。�
  ヨーロッパの街の店の多く
は、日曜日は休みとか、昼間
のある時間帯は店を閉めるとか、

宗教上の問題からのようですが、必ずしも消費者
サイドの対応ではありませんでした。�
  又、パリッ子は１年位勤めると店をやめて失業
保険で地中海などで何ヶ月もバカンスに行ってし
まうそうです。それを拒むと訴えられてしまうの
で、店の経営者は本当に大変だそうです。�
  つい最近ですが、若手経営者から悩みの相談を
受けましたが、内容は若い人をどう扱ったらよい
のかという人間関係の問題でした。�
  私の青年時代と比べて、現在は感性の時代になっ
ております。何不自由なく育った若い人たちは、
子供時代から学生を卒業するまで「イヤだったら
やめる」ということが許される時代であります。�
  情の世界では「好き、嫌い」とか「感じる、感
じない」というように、若い人たちは論理でなく、
情の世界の物差しで計る為に、社会に出ると問題

が生じてしまうわけです。�
  江口克彦氏が述べておりますが、「経営者は従
来通りのやり方で、若い人を支配とか管理とか強
制したりすればうまくいくはずが無い。同時に、
現代は豊かさの中で、価値観が多様化しているの
で、その変化を無視して自分の論理の物差しだけ
で引っ張ろうとすると失敗する」ということです。�
  感性と論理を橋渡しする「なぜ」を説明出来る
かどうかが若い人を指導するポイントではないか。
若い人たちには、私たちに出来なかった新しいも
のを創り出す可能性があるので若い人を否定する
のではなく、温かく期待を持って見る。�
  このように考えると、どちらの立場にあっても
己の人間的向上こそが解決してくれる。�
  ロータリーにおきかえても同じことが云えるで
はないかということを申し上げ挨拶といたします。�
�

�

●例会場：東山荘　講堂�

●開会点鐘：１２：３０�

●ロータリーソング：我らの生業�

●内容：インターネット最新事情と効果的活用について�

ＩＳＦｎｅｔ代表取締役社長　渡邊幸義様�

●会員慶事�

○皆出席�
　８月１６日（１２年間）高村　繁男君�
　８月２０日（１１年間）神谷　高義君�
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会長挨拶   田代　博久�



ロータリーはもとよりすべての組織体の

存続、拡大発展にとってては、それを構

成するメンバーの、質と量のたゆまぬ充

足が不可欠であることは、自明の理である。�

増強なくしては、ロータリーの存続、ク

ラブの活性化はないと理解はしていても、

言うは易く行うは難しということが現実ではないだろうか。�

　増強は会長、幹事や増強委員会の任務ではなく、クラブ

メンバー全体の意識により達成すべきことである。最も大

切なことは会員の大半が『会員増強の必要性』の危機感と

使命感を持ち、成し遂げようとする熱意であると思う。�

　我が国は世界一の長寿国となりめでたいことである。特

にロータリアンの中には年齢を感じさせない若々しい方が多

いが、人間は一年ごとに年をとっていく。高齢化が進んだ

らすぐクラブが退化していくと短絡的に言えないのは確か

だが、クラブは自然に出来上がるものではなく、育ててい

くものと考えると、育てるには時間がかかります。�

　また、我々は当然、明日への責任を持たなければならな

いし、クラブの将来への発展、伝統の継承というためにも、

指導者、特に若い会員を育てていかなければいけません。

そのためにも増強は必要です。�

　増強３名、不満退会者０名を当委員会では目指して今年

度はやっていきたいと思っていますが、いずれにしまして

も増強に関しましては皆さまの充分なご理解と、ご協力な

しにはできませんので、この一年間よろしくお願いいたし

ます。�

�

�

�

�

　若い会員達からインターネットへ御殿

場RCのHPを開設したいという話が出た

のは４月２０日のクラブ協議会でした。�

特に反対の声も出なかったので、翌週の

例会から個人個人に賛否を聞き、大部分

の会員の賛成を得ましたので、５月１３日にHP開設につい

ての意見を聞く会を開催し、１７名の会員の出席を得て、

HPを開設することに決定しました。�

５月１８日の理事会でHP開設について承認を得て、ホーム

ページ作成委員会を任命し、代表者に山中静樹、副代表者

に豊山徹也と決定しました。�

HP作成の指導を（株）勝又新聞店のメディア開発部主任の

菅沼英巳君にお願いして、今後菅沼、山中、豊山の３名が

中心となって、パソコンに習熟した会員の力を借りて、雑

誌広報委員を始め全会員によって、HPの作成に当たること

になります。�

先ずホームページのスタイルを決定し、そして各部門の関

係会員に原稿を依頼して、それらの原稿を一つにまとめて、

HPとして完成したのが８月１０日頃でした、８月１５日に

最終的なチェックと同時に理事会に公表して、承認を得る

ようにお願いし、８月１７日の理事会で承認されました。�

ホームページを作る目標として�

１、ロータリアン仲間との連絡及び情報交換�

２、一般の人にロータリーを知り、そして理解してもらうこと、�

３、会員のインターネットへの理解を深めること�

がありますが、作成上問題になったこととして今後注意し

なければならないことは、�

１、パソコンに熱心な会員がいる反面無関心な会員があり、

　　全会員一致と言う点では問題があります、そのために

　　今後ホームページがパソコン愛好者の玩具になっては

　　いけないと思います。�

２、ロータリアンだけでなく、一般人にも公開されるために、

　　ロータリーの奉仕活動についての記事は慎重にしない

　　と誤解される恐れがあります。�

　　いずれにしても失速墜落しないように、いつまでもす

　　ばらしいホームページであることを願っています。�
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前々回の�
確定出席率�

６４名�６２名�５８名� １００％�９３.５４％�

『地上には平和を。すべての人 に々善意を。』� ※再生紙を使用しています�

前回の出席報告�

●欠席者（４名）�
　橋本喜市君、小野寛幸君、斉藤礼志君、提坂享司君�

●メークアップ（４名）�
　７月２８日　裾　野　梶 原 一 正 君�
　８月２日　長　泉　提 坂 享 司 君�
　８月７日　沼津東　芹 澤 正 明 君�
　８月１１日　裾　野　小 野 篤 之 君�

�

会員増強委員会　　内海 宣彦委員長�

御殿場RCのホームページ開設に就いて�
HP作成委員長　山中 静樹�

次回　８月３１日の例会�

東山荘（講堂）　１８：３０点鐘�

～教員海外研修帰国報告～�
須走中　羽佐田春子教諭�
神山小　中根　洋一教諭�

�

●８月１７日のスマイル●�
●娘の渡米の際、勝又洋さんに親身に相談のっていただきまして、
　ありがとうございました。昨夜、無事帰国しました。笑顔を見て、
　ほっとしました。　　　　　　　　　　　　　　　　  勝又博文�
●昨日、新店舗への移転ができました。長田吉弘さん他、皆さま
　のおかげで一応今回の計画の２／３が達成されたと思っていま
　すので、全体の約２／３のスマイルをさせていただきます。�
        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝又　洋�
●御殿場ＲＣのホームページができましたインターネットを通じ
　て全世界に公開します。委員の皆さま方有り難うございました。
　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  山中静樹�
●勝又秀男様のお陰で御殿場アウトレットが順調に推移し、昨日
　はテレビでもお話しいただき有り難うございました。  勝又敏樹�
●慌ててネクタイをわすれました。   　　　　　　　　  豊山徹也�


